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左から議長の木沢昭夫さん（運輸労連）と石曽根亘さん（自治労）

退任された役員からあいさつをいただきました

フードドライブも実施しました

１位でフィニッシュの新光電気スーパーレーサー早津選手

総合の部 トップ６

男女混合の部 トップ３

最終走者ピカチュウは仲間に迎えられてのフィニッシュ

５人の衆院選当選者とともに団結ガンバロー

YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』

チャンネル登録も
お願いします！

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第405号 2024年11月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

11月の主な活動
	 4日	 第34回勤労者駅伝大会

	 9日	 青年委員会第36回総会
		  女性委員会第36回総会

	16日	 医療部門連絡会研修会

	22日	 第1回四役会議

	26日	 第1回執行委員会
		�  県知事要請（2025年度

県予算に関する施策要望）

第50回衆議院議員総選挙結果
10月15日公示、10月27日投開票

候補者名 政　党 得票数

１区

当選 西村 智奈美 立憲民主党 99,487
塚田 　一郎 自由民主党 61,025
石崎 　　徹 日本維新の会 17,299
中村 　岳夫 共 産 党 10,845

２区

当選 菊田 真紀子 立憲民主党 123,334
細田 　健一 無 所 属 67,124
井上 　基之 日本維新の会 29,023

３区

当選 黒岩 　宇洋 立憲民主党 105,275
比例 斎藤 　洋明 自由民主党 94,984

吉村 祐一郎 日本維新の会 13,370

４区

当選 米山 　隆一 立憲民主党 93,764
鷲尾 英一郎 自由民主党 71,672
泉田 　裕彦 無 所 属 43,396

５区
当選 梅谷 　　守 立憲民主党 114,429

高鳥 　修一 自由民主党 92,589

ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

連合運動のさらなる深化に向けて
第34回年次大会で「2025年度活動計画」を確認

　

10
月
29
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
連
合
新
潟
第
34
回
年
次
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
次
大

会
は
２
年
１
期
の
活
動
の
中
間

時
に
、
１
年
間
の
取
り
組
み
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
残
り
１

年
間
の
活
動
計
画
を
確
認
す
る

大
会
で
、
議
長
団
に
は
自
治

労
・
石
曽
根
亘
代
議
員
と
運
輸

労
連
・
木
沢
昭
夫
代
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
冒
頭
、
小
林
会
長
か

ら
地
方
連
合
会
の
課
題
と
し
て
、

「
組
織
拡
大
」「
実
質
賃
金
の

向
上
」「
来
夏
に
行
わ
れ
る
参

議
院
選
挙
」
の
３
点
に
触
れ
て

挨
拶
が
あ
り
、
今
後
、
取
り
組

む
べ
き
要
所
が
示
さ
れ
、
審
議

事
項
で
は
、「
２
０
２
５
年
度

活
動
計
画
」「
２
０
２
５
年
度

財
政
」「
役
員
交
代
な
ら
び
に

選
出
」「
退
任
役
員
の
表
彰
」

の
４
つ
の
議
案
は
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
も
、

「
社
会
と
未
来
を
変
え
て
い
く 

～
仲
間
の
輪
を
広
げ
、
と
も
に

進
も
う
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
連
合
の
政
策
と
運
動
を

広
く
社
会
に
発
信
し
、
共
感
と

参
加
・
行
動
の
好
循
環
を
創
り

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た

今
大
会
の
出
席
者
数
は
代
議

員
・
役
員
等
総
勢
１
０
９
人
で
、

出
席
の
代
議
員
・
特
別
代
議
員

の
女
性
比
率
は
23
・
６
％
で
し

た
。
次
の
定
期
大
会
で
の
女
性

出
席
率
が
あ
が
る
よ
う
、
意
識

し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し

ょ
う
。◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

大
会
終
了
後
に
は
10
月
27
日

に
行
わ
れ
た
第
50
回
衆
議
院
選

挙
で
連
合
新
潟
が
推
薦
し
、
当

選
さ
れ
た
方
々
か
ら
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
、
連
合
新
潟
の
支
援
へ
の
感

謝
と
、
新
た
な
決
意
が
述
べ
ら

れ
、
大
会
出
席
者
か
ら
は
、
今

後
の
活
躍
へ
の
期
待
が
高
ま
る

５
人
に
、
大
き
な
拍
手
の
エ
ー

ル
が
送
ら
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

年
次
大
会
会
場
で
は
、
９
月

の
能
登
半
島
豪
雨
の
救
援
カ
ン

パ
活
動
を
行
い
、
１
３
，
４
０

４
円
の
カ
ン
パ
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
、
県
労
福
協

に
よ
る
「
教
育
費
負
担
軽
減
・

奨
学
金
制
度
改
善
に
向
け
た
ア

ピ
ー
ル
」
に
対
す
る
団
体
賛

同
・
個
人
署
名
活
動
、
日
本
難

病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ

Ａ
）
国
会
請
願
へ
の
署
名
活
動
、

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
活
動

と
パ
ネ
ル
展
、
部
落
解
放
新
潟

県
共
闘
会
議
に
よ
る
「
狭
山
事

件
の
再
審
を
求
め
る
署
名
活
動

を
行
い
、
多
く
の
方
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

会
長
挨
拶
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

『
連
合
新
潟
Ｔ
Ｖ
』
で
視
聴
で

き
ま
す
。

第
34
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会

総 

合 

優 

勝	

「
新
光
電
気
ス
ー
パ
ー
レ
ー
サ
ー
」

男
女
混
合
部
門
優
勝	「
チ
ー
ム
丸
運
Ｂ
」

　

11
月
４
日
、
連
合
新
潟
と
新

潟
県
労
福
協
が
主
催
す
る
第
34

回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会
が

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
～
鳥
屋
野
公
園
内
特
設
コ

ー
ス
（
６
区
18
・
４
㎞
）
で
開

催
さ
れ
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
秋

空
の
下
、
58
チ
ー
ム
が
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
新
光
電
気
ス

ー
パ
ー
レ
ー
サ
ー
の
早
津
選
手

が
出
場
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
力

強
い
選
手
宣
誓
を
行
い
、
そ
の

後
、
11
時
30
分
に
競
技
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、「
新
光
電
気
ス
ー

パ
ー
レ
ー
サ
ー
」
が
総
合
優
勝
。

「
チ
ー
ム
丸
運
Ｂ
」
が
男
女
混

合
部
門
（
女
性
が
２
人
以
上
走

る
）
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
総

合
優
勝
と
な
っ
た
「
新
光
電
気

ス
ー
パ
ー
レ
ー
サ
ー
」
は
、
１

区
か
ら
４
区
ま
で
の
選
手
が
区

間
賞
の
快
走
で
、
終
始
ト
ッ
プ

を
キ
ー
プ
し
て
の
優
勝
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
は
引
き
続

き
㈱
重
川
材
木
店
か
ら
「
チ
ー

ム
重
川
」、
そ
し
て
今
回
初
め

て
参
加
と
な
る
新
潟
市
中
央
陸

上
競
技
協
会
の
「
新
潟
中
央
」

の
２
チ
ー
ム
に
ゲ
ス
ト
参
加
い

た
だ
き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
選
手
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
チ
ー
ム
か

ら
選
出
い
た
だ
い
た
運
営
委
員
、

新
潟
市
中
央
陸
上
競
技
協
会
、

新
潟
大
学
医
学
部
陸
上
競
技
部

の
協
力
に
よ
り
、
大
会
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
大
会
も
多
く
の
チ
ー

ム
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇三条市長選挙
告示日  10月20日

10月の自治体選挙結果

当選（2）滝沢   亮� 無投票

第34回新潟県勤労者駅伝大会　結果

■総合順位
1位	新光電気スーパーレーサー	 1:02:40
2位	 JP労組A	 1:06:28
3位	津南町役場U40	 1:10:31
4位	 HNRCプレミア	 1:11:05
5位	コロナアスリートクラブ	 1:11:58
6位	ヤマト運輸駅伝部Aチーム	 1:13:29

■男女混合順位
1位	チーム丸運B	 1:15:58
2位	十日町市役所Z	 1:19:31
3位	ろうきんりくじょーぶZ	 1:20:45

■区間賞
1区	竹内柊羽（新光電気スーパーレーサー）	 0:10:30
2区	樋口元汰（新光電気スーパーレーサー）	 0:09:23
3区	関原　悠（新光電気スーパーレーサー）	 0:09:39
4区	関本秀人（新光電気スーパーレーサー）	 0:10:23
5区	佐藤隆史（新光電気みずすまし）	 0:10:47
6区	桑原健人（JP労組A）	 0:09:28

■女性区間賞
1区	伊藤柚葉（Team5004A）	 0:13:12
2区	伊林帆奈美（HNRCプレミア）	 0:10:59
3区	小林美弥子（チーム丸運B）	 0:13:20
4区	川口裕里（やまびこDRC）	 0:13:13
5区	金子里絵（ろうきんりくじょーぶZ）	 0:12:44
6区	髙津君枝（佐渡市役所）	 0:12:41



新潟ろうきん 検 索

期間中に他金融機関ローンの借換えを用途として
各種ローン（30万円以上）を新規ご契約いただいた方の中から

期間中に他金融機関ローンの借換えを用途として
各種ローン（30万円以上）を新規ご契約いただいた方の中から

2024年4月1日●　12月30日●月月

合
計370名様に当たる!

み　　　な　　　おし合
計370名様に当たる!

み　　　な　　　おし

合
計370名様に当たる!

み　　　な　　　おし

ダイソン
Dyson Pure
Hot+Cool Link™
空気清浄機能付
ファンヒーター
HP03 IS

北陸復興支援カタログギフト

10名様 C賞

※画像はイメージです。※商品ライン
アップに変更が生じる場合もござい
ますのでご了承ください。

〈さくらコース〉エコタイプ（封筒型）

B賞A賞

※賞品の画像は
　イメージであり、
　実際のものと
　異なる場合が
　あります。

　 今こそ〈ろうきん〉で
借換えだべぇ～

新潟ろうきん×ヤッターマン
オリジナルQUOカード
1,000円分 200名様

【抽選・当選発表】●抽選は前期・後期の2回に分けて行います。前期は4月～7月の契約者を対象に8月に、後期は8月～12月の契約者を対象に
2025年1月に行います。当選本数は、前期はA賞4本、B賞70本、C賞90本、後期はA賞6本、B賞90本、C賞110本とさせていただきます。●当選者
の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。●前期分の賞品発送は8月～9月、後期分の賞品発送は2025年1月～2月の予定です。
※証書貸付につきましては、返済年数2年以上の契約が対象となります。※自己預金担保ローンは対象外とさせていただきます。※マイプラ
ン等の当座貸越商品は、期間中に借換えを用途として新規契約し30万円以上の借入実績がある契約が対象となります。※キャンペーンに
ついて詳しくは〈ろうきん〉へお問い合わせください。

詳しくはこちら

160名様

1524Z007

「こくみん共済 coop」は営利を⽬的としない保障の⽣協として共済事業を営み、
相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安⼼とゆとりある暮らしに貢献
することを⽬的としています。この趣旨に賛同いただき、出資⾦を払い込んで
居住地または勤務地の共済⽣協の組合員となることで各種共済制度をご利⽤
いただけます。

A5サイズ

「こくみん共済 coop」ロゴが印字されています。

※在庫状況によっては、他のノベルティをお渡しする場合がございます。

※いずれか１つを
お選びいただきます。

※画像はイメージです。

※画像はイメージです。

連　　　合　　　新　　　潟

活発な意見交換が行われました

川上副事務局長から熱い講義

連合のエネルギー政策をわかりやすく説明いただきました

新潟県予算に関する施策要望について活発に意見交換が行われました

2024年11月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第405号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

　

新
聞
に
東
京
の

神
宮
外
苑
の
樹
木

伐
採
が
開
始
さ
れ

る
と
い
う
記
事
が

載
っ
て
い
た
。
昨

年
に
亡
く
な
っ
た

音
楽
家
の
坂
本
龍
一
が
伐
採

の
反
対
運
動
を
し
て
い
た
。

や
っ
ぱ
り
ダ
メ
だ
っ
た
か
と

ガ
ッ
カ
リ
し
た
。
私
の
家
の

近
く
に
も
高
い
ポ
プ
ラ
並
木

が
あ
っ
た
。
朝
、
学
校
に
行

く
時
に
は
「
い
っ
て
き
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
り
、
守
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
大
好
き
な

木
だ
っ
た
。
そ
の
木
が
突
然

に
切
ら
れ
悲
し
か
っ
た
。
も

う
二
度
と
見
ら
れ
な
い
景
色
。

そ
ん
な
に
開
発
は
必
要
で
す

か
ね�

（
Ｓ
）

■ 農福で「どぶろく」
� ■■■  中越地協 発  ■■■
　中越地協では「農業・食料・環境問題を学ぶ」取
り組みとして、認定NPO法人UNE（うね）の信濃川
河川敷にある「福祉市民体験農園OasisR（オアシ
スアール）」で農業体験活動を行っています。今回
は、この活動の報告ではなくてUNEの紹介です。
　UNEは長岡駅から25分の山間にある栃尾一之貝
で「ごちゃまぜ福祉」を合い言葉に、農業と福祉の
連携：農福連携で多様な人たちが一緒に活動してい
ます。活動は幅広く、様々な農作業、農家レストラ
ン、キッチンカー、農泊、最近は「ひきこもり支
援」なども行っています。
　さらに辛党にはうれしい、どぶ
ろく「雪中壱乃界：飲めば天国過
ぎれば地獄」の製造販売も行って
います。このどぶろくは幻の米
「亀の尾」を棚田でUNEが栽培。
米を作る水とほぼ同じ水源の水で
栃尾一之貝でしか出せない味わいを追求しています。
興味のある方は是非UNEのホームページをご覧く
ださい。https://www.une-aze.com/

私の地
まち

域からこんにちは！⑤

自
動
車（
新
車
）、
自
動
車
部
分
品
・
附
属
品

小
売
業
最
低
賃
金
が
結
審
さ
れ
る

連
合
の

政
策
実
現
に
む
け
て

県
議
と
連
携

　

連
合
新
潟
は
、
第
21
回
推
薦

県
議
会
議
員
懇
談
会
を
10
月
８

日
に
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
開
催

し
、
推
薦
議
員
17
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
第
１
部
は
「
２
０
２

５
年
度
新
潟
県
予
算
に
関
す
る

予
算
要
望
」
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
実
施
し
、
雇
用
・
労
働
政

策
分
野
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る

項
目
や
、
外
国
人
労
働
者
に
関

す
る
項
目
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
各
議
員
か
ら
忌
憚
の
な
い
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

第
２
部
の
学
習
会
で
は
、
連
合

本
部
総
合
政
策
推
進
局
の
冨
田

珠
代
総
合
局
長
か
ら
「
連
合
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
連

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
的

な
方
向
性
は
、「
脱
原
発
」「
原

発
推
進
」
の
２
項
対
立
の
議
論

で
は
な
く
、
総
合
的
・
合
理
的
・

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
議

論
の
も
と
で
、「
安
全
・
安
心
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
含

む
安
定
供
給
」「
コ
ス
ト
・
経

済
性
」「
環
境
」
の
視
点
か
ら

短
期
的
な
政
策
と
中
長
期
的
な

政
策
に
分
け
な
が
ら
、
国
民
の

理
解
・
納
得
と
い
う
観
点
や

「
国
民
合
意
」
の
あ
り
方
に
も

十
分
に
留
意
し
つ
つ
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
懇
談
会
と
学

習
会
を
と
お
し
て
、
県
議
会
議

員
の
方
に
連
合
の
政
策
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
連
携
強
化

を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
９
日
、
第
１
回
新
潟
県
自

動
車
（
新
車
）、
自
動
車
部
分
品
・

附
属
品
小
売
業
最
低
賃
金
専
門
部

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の

改
定
金
額
に
つ
い
て
論
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

金
額
審
議
に
あ
た
り
労
働
者
代

表
委
員
は
、
２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
の
結
果
や
産
業
の
情
勢
、
人

材
確
保
の
必
要
性
を
背
景
に
、
現

行
の
９
９
７
円
か
ら
18
円
引
上
げ

１
０
１
５
円
と
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　

使
用
者
代
表
委
員
か
ら
は
、
慎

重
に
論
議
す
べ
き
と
の
考
え
が
示

さ
れ
た
も
の
の
、
協
議
の
末
、
労

働
者
側
が
求
め
た
18
円
引
上
げ
で

一
致
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
現
在
の
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
９
９
７
円
か
ら
18

円
引
上
げ
、
１
０
１
５
円
と
す
る

内
容
で
採
決
を
行
い
全
会
一
致

（
公
労
使
）
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
金
額
は
12
月
８
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
産
業

の
み
な
さ
ん
は
、
企
業
内
最
低
賃

金
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま

す
！

2024年度  連合・愛のカンパ
新潟県内の支援団体が決定しました

助成支援が決定した県内４団体のうち
今月は「フードバンクさど」をご紹介いたします。

○フードバンクさど（助成回数２回目）
　　　助成金額30万円
　　　佐渡市金井新保乙1636-１　代表者：平田　緑
団体からのメッセージ：
　2024年度「連合・愛の
カンパ」助成して頂きあり
がとうございました。「フ
ードバンクさど」の活動に
ついて報告いたします。
　2024年９月現在、「フ
ードバンクさど」に登録している、18歳未満の子ど
もがいるひとり親世帯は、220件（子どもの延べ人数
380人）まで拡大しました。昨年の同時期は170件で
したが、１年間で50件も増加しています。また、佐
渡市社会福祉協議会からの紹介により、40世帯（主に
生活困窮世帯）も登録しています。
　皆様からのご支援のおかげで、月に一度、定期的に
食品配布会を開催できるようになりました。物価高騰
が続く中、定期的に食品を配布することができ、「毎
月本当に助かります」「子どもたちが食べ盛りなので、
お腹いっぱい食べさせてあげられます」など、喜びの
声が聞こえます。
　この活動をいつも支えてくれているのは、連合新潟
のボランティアの皆様です。本当に助かっています。
ボランティアの皆様には、寄付して頂いた30kg玄米
20袋をまとめてコイン精米所に持って行き精米し、
５kgずつ袋に小分けしてパッキングする作業や、食
品購入時の店舗引取り、定期的な食品配布会の準備や
片付け等を手伝って頂いています。いつもありがとう
ございます。
　今年で「フードバンクさど」は設立４年目となり、
利用者との繋がりも増えました。困り事の相談、子ど
ものアルバイトの相談など、様々な場面で強い絆がで
きつつあります。また、利用者もボランティアとして
積極的にサポートをしてくれるようになりました。
　「継続は力なり」というように、長い間のご支援の
おかげで、どうにかやっております。
　これからも引き続き、ボランティアスタッフと共に
頑張りますので、ご支援よろしくお願しいたします。

「連合新潟機関紙2024年10月号」お詫びと訂正のお知らせ
2024年度連合・愛のカンパ

【誤】今月は「フードバンクさど」をご紹介します。
【正】今月は「NPO法人サードフィールドさど」をご紹介します。
　　○NPO法人サードフィールドさど（助成回数３回目）
　　　　　助成金額20万円
　　　　　佐渡市貝塚581-１
　　　　　理事長：本間　勝

▼特定（産業別）最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
（前年比） 効力発生日

自動車（新車）、自動車部分品、
附属品小売業

1,015円
（＋18円）

2024年　
12月８日

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

1,005円 今年度は金
額改定はあ
りません。

各種商品小売業 新潟県最低賃金の
985円が適用

＊�適用除外業務などのお問い合わせは、連合新潟、新潟労働局賃金室、
最寄りの各労働基準監督署まで

連
合
新
潟
女
性
委
員
会

「
女
性
労
働
問
題
懇
談
会
」
を
開
催

未来の
「働く仲間」へ
講義とエール

　

10
月
30
日
、
新
潟
県
庁
会
議

室
で
「
女
性
労
働
問
題
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
女

性
労
働
問
題
懇
談
会
」
は
、
女

性
委
員
会
、
新
潟
県
、
新
潟
労

働
局
の
３
者
で
女
性
に
関
す
る

労
働
環
境
の
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
関
す
る
報
告
・
意
見

交
換
を
す
る
場
と
し
て
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
か
ら
は
、
①
新
潟
県

は
女
性
就
業
率
と
共
働
き
率
の

高
さ
に
伴
っ
て
保
育
ニ
ー
ズ
が

高
い
県
で
あ
る
が
、
新
卒
保
育

士
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

県
と
し
て
保
育
士
人
材
の
確
保

に
む
け
た
独
自
事
業
等
を
行
っ

て
い
る　

②
女
性
の
育
児
休
業

取
得
率
は
92
・
０
％
と
全
国
平

均
よ
り
高
く
、
男
性
の
取
得
率

も
33
・
７
％
で
過
去
最
高
と
な

っ
て
い
る　

③
男
性
の
家
事
・

育
児
時
間
が
短
い
、
④
労
働
時

間
が
長
く
、
有
給
休
暇
の
取
得

率
は
全
国
水
準
で
あ
る
、
な
ど

の
県
内
の
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働

局
か
ら
は
、「
両
立
支
援
等
助

成
金
」
な
ど
各
種
制
度
の
説
明

と
育
児
・
介
護
休
業
法
に
関
す

る
制
度
改
正
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
か
ら
は
、
２
０

２
４
年
度
の
活
動
報
告
を
行
う

と
と
も
に
、「
男
女
間
格
差
の

解
消
、
女
性
の
能
力
開
発
・
発

揮
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、

課
題
は
多
く
あ
る
が
、
新
潟
県

で
働
き
た
い
と
思
う
人
が
増
加

し
て
い
く
よ
う
に
、
取
り
組
み

を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見

を
新
潟
県
と
新
潟
労
働
局
に
届

け
ま
し
た
。
本
懇
談
会
は
活
発

な
意
見
交
換
の
も
と
、
充
実
し

た
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
31
日
、
新
潟
労
働
局
が

新
潟
大
学
と
敬
和
学
園
大
学
で

行
っ
て
い
る
寄
付
講
座
へ
の
協

力
要
請
を
受
け
、
連
合
新
潟
か

ら
川
上
副
事
務
局
長
が
新
潟
大

学
で
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
働
く
仲
間
の
視
点
か
ら

『
働
く
』
こ
と
を
考
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
連
合
と
連
合
新

潟
に
つ
い
て
、
労
働
に
関
係
す

る
法
令
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
事

例
紹
介
、
学
生
を
対
象
に
し
た

労
働
に
関
す
る
調
査
結
果
な
ど
、

自
身
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら

幅
広
い
内
容
の
講
義
を
行
い
ま

し
た
。

　

大
学
卒
業
後
に
社
会
へ
巣
立

つ
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
近
い
将
来
、
同
じ
地
域

で
「
働
く
仲
間
」
と
し
て
再
会

で
き
る
日
が
楽
し
み
で
す
。


